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実践研究で大切にしたいこと

2

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善

小：「話すこと」

中：「話すこと」「書くこと」の

英語発信力の向上

柱１

学年間・校種間の系統的な

指導の充実

柱２
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『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善
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『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善



1. 育成を目指す資質・能力を明確にした単元構成
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（１）学年・領域別の目標に基づいた単元及び本時の目標の設定

□ 単元で目標とする領域を定める。

□ 目標に定めた領域に関して、「何ができるようになるか」を明確にして単元

目標や言語活動等を設定する。

おすすめの場所について、わかりやすく伝え合うことができる。

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善
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（１）学年・領域別の目標に基づいた単元及び本時の目標の設定

□ 単元で目標とする領域を定める。

□ 目標に定めた領域に関して、「何ができるようになるか」を明確にして単元

目標や言語活動等を設定する。

おすすめの場所について、わかりやすく伝え合うことができる。

話すこと［やり取り］
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（１）学年・領域別の目標に基づいた単元及び本時の目標の設定

□ 単元で目標とする領域を定める。

□ 目標に定めた領域に関して、「何ができるようになるか」を明確にして単元

目標や言語活動等を設定する。

おすすめの場所について、わかりやすく伝え合うことができる。

自分の考えを述べる

理由を述べる

相手に質問する

相手が理解できない
ときにくり返す

例えば、

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善
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□ 単元で目標とする領域を定める。

□ 目標に定めた領域に関して、「何ができるようになるか」を明確にして単元

目標や言語活動等を設定する。

おすすめの場所について、わかりやすく伝え合うことができる。

例えば、

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合う

ことができる。

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善
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1. 育成を目指す資質・能力を明確にした単元構成
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（２）児童生徒の姿を明確にした指導と評価の計画

□ 単元末で目指す児童生徒の具体的な発話などをイメージする。

□ イメージした姿の実現に向けた指導と評価の計画を立てる。

□ 記録に残す評価は、単元の目標に沿って言語活動と指導を繰り返し行い、児童

生徒の力が高まった時点に位置付ける。

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合うことができる。

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善

柱２



1. 育成を目指す資質・能力を明確にした単元構成

10

（２）児童生徒の姿を明確にした指導と評価の計画

□ 単元末で目指す児童生徒の具体的な発話などをイメージする。

□ イメージした姿の実現に向けた指導と評価の計画を立てる。

□ 記録に残す評価は、単元の目標に沿って言語活動と指導を繰り返し行い、児童

生徒の力が高まった時点に位置付ける。

おすすめの場所について、自分の考えやその理由など伝え合うことができる。

おすすめの場所について伝え合っている具
体的な発話を書き出すのもよい

具体的であれば、指導すること・評価する
ことも明確になる

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善
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2. 言語活動を通した指導の充実
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（１）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などの明確な設定

□ 児童生徒にとってコミュニケーションを行う必然性のある言語活動を単元や

本時の中心に位置付ける。

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合うことができる。

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善

柱１
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（１）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などの明確な設定

□ 児童生徒にとってコミュニケーションを行う必然性のある言語活動を単元や

本時の中心に位置付ける。

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合うことができる。

誰と？ 何のために？

クラスメートが行ってみたいと思えるように、

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合うことができる。

例えば、

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善

柱１
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（２）語句や表現などを児童生徒が選択しながら活用する活動の充実

□ 言語活動では、使用させたい言語材料を示しすぎず、自分が伝えたい内容を

英語でどう表現すればよいか、児童生徒が考えるようにする。

クラスメートが行ってみたいと思えるように、

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合うことができる。

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善
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（２）語句や表現などを児童生徒が選択しながら活用する活動の充実

□ 言語活動では、使用させたい言語材料を示しすぎず、自分が伝えたい内容を

英語でどう表現すればよいか、児童生徒が考えるようにする。

クラスメートが行ってみたいと思えるように、

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合うことができる。

▲ You should visit □. に当てはめて...
▲ 最初におすすめの場所を言って、次に
    その理由を言おう...

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善

柱１
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（２）語句や表現などを児童生徒が選択しながら活用する活動の充実

□ 言語活動では、使用させたい言語材料を示しすぎず、自分が伝えたい内容を

英語でどう表現すればよいか、児童生徒が考えるようにする。

クラスメートが行ってみたいと思えるように、

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合うことができる。

行ってみたいと思ってもらうには、...
最初に場所を言って、次にそこの何が
おすすめか伝えるとよいかな。

英語でどう表現すればよいかな？

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善

柱１



2. 言語活動を通した指導の充実
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（３）児童生徒の気付きを引き出す中間指導の設定

□ 活動と活動の間に、目標の実現に向けた指導を行う。

□ 児童生徒の発話などをもとに、使用する英語の正確さや表現内容の適切さに

ついて、児童生徒の気付きを促すようにする。

クラスメートが行ってみたいと思えるように、

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合うことができる。

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善

柱１
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（３）児童生徒の気付きを引き出す中間指導の設定

□ 活動と活動の間に、目標の実現に向けた指導を行う。

□ 児童生徒の発話などをもとに、使用する英語の正確さや表現内容の適切さに

ついて、児童生徒の気付きを促すようにする。

クラスメートが行ってみたいと思えるように、

おすすめの場所について、自分の考えやその理由などを伝え合うことができる。

今のやり取りで行ってみたいと思って
もらえたか？

どんな情報を言えばよいか？どんな構成で？

英語でどう言えばよいか？ 正確な英語を用いて伝え合っているか？

『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善

柱１
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令和７年度『各教科等の指導の重点』を踏まえた授業改善

小：「話すこと」

中：「話すこと」「書くこと」の

英語発信力の向上
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学年間・校種間の系統的な
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英語発信力の向上
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学年間・校種間の系統的な

指導の充実

柱２

・児童生徒の英語使用の充実

・教師の英語による発話
目標のつながり
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「話すこと」「書くこと」の英語発信力の向上柱１

児童生徒が授業中に英語を使用する機会を確保しましょう。

✓ もちろん十分なインプットを大切に

✓ 授業中に英語を使用する量の確保

✓ 児童生徒が「自分で考えて」英語を使う機会

✓ 「書くこと」の前に、音声で聞く・話す



実践研究の柱

22

「話すこと」「書くこと」の英語発信力の向上柱１

先生が積極的に英語を使いましょう。

✓ 先生の英語使用の目的

✓ 児童生徒の理解の程度に応じた英語

✓ 授業の中で児童生徒とたくさんやり取り

✓ 日本語で補足...？
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学年間・校種間の系統的な指導の充実柱２

目標のつながり・目標と評価とつながる指導を行いましょう。

✓ 例えば「話すこと［やり取り］」では、各学年でどのようなやり取りが
できるとよいですか？



実践研究の柱
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学年間・校種間の系統的な指導の充実柱２

小３・４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

慣れ親しみ

・依頼に応じる

・応答する

・質問に答える

・依頼に応じる、

 断る

・応答、コメン

トする

・関連する質問

をする

・自分のことを

付け加える

・関連する質問

をする

・話題を広げる

・コメントする

・応答する

・引用する

・考えを述べる

・不明な点を質

問する

・確認する

・言い換えなが

ら説明する

・相手の様子を

見て説明する

✓ 「話すこと［やり取り］」の例（あくまでも一例です）

R6英語指導力向上研修会 酒井秀樹先生の資料をもとに作成
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